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東京晴海水素ステーションの開所について 

 

 

 当社（社長：大田 勝幸）は、１０月１２日、「東京晴海水素ステーション（東京都中央区）」を

開所いたします。本水素ステーションは、燃料電池自動車（ＦＣＶ）および燃料電池バス（ＦＣバ

ス）に水素を供給する、当社４４カ所目の商用水素ステーションです。 

 

当社は、選手村地区エネルギー事業者（２０１８年に東京都と基本協定締結）として、東京 2020

オリンピック・パラリンピック競技大会（以下、「東京 2020大会」）期間中を含む２０２１年度末

まで（第１期）は、選手村からほど近い晴海４丁目の立地で本ステーションを運営します。東京

2020 大会終了後の２０２２年度以降（第２期）は、選手村跡地の市街地再開発地区付近に移転し

て水素供給事業を展開します。 

 

（１）第１期（２０２０年１０月～２０２１年度末（予定）） 

   東京 2020 大会期間中は、大会車両（ＦＣＶ）への水素供給拠点の主軸を担います。また、

１０月１日からプレ運行が始まったＢＲＴ※のＦＣバスにも水素燃料を供給します。   

本ＢＲＴは、晴海地区など臨海部と都心を結ぶバス高速輸送システムで、臨海地域における

交通需要の増加に速やかに対応し、地域の発展を支える新たな公共交通機関です。 

※「Bus Rapid Transit」の略。連節バスの採用、走行空間の整備等により、路面電車と比較して遜色のない輸送

力と機能を有し、定時性・速達性を確保した、バスをベースとした交通システム。 

 

（２）第２期（２０２２年度～（予定）） 

移転先の市街地再開発地区では、東京都が２０１７年３月に策定した「選手村地区エネル

ギー整備計画」に則り、純水素型燃料電池を地区全体に配置し、水素から作った電気や熱を住

宅や商業施設に供給します。そして、その純水素型燃料電池には、本ステーションで製造され

た水素がパイプラインによって供給されます。 

 

当社は、大会車両（ＦＣＶ）への水素供給を通じて東京 2020大会の運営を献身的に支えるとと

もに、東京 2020大会後のレガシーとなる新たなまちづくりにおいても、水素の製造・貯蔵、車両

および街区への水素供給を通じて、「都市の低炭素化・省エネルギー化・レジリエンス強化」に貢

献してまいります。
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＜東京晴海水素ステーション概要＞ 

 第１期 第２期 

開所日 2020年 10月 12日 2022年度中（予定） 

所在地 東京都中央区晴海四丁目 7番 25 東京都中央区晴海五丁目 

運営者 株式会社 ENEOS水素サプライ＆サービス 

敷地面積 1,833.60㎡（555坪） 未定 

供給方式 都市ガス改質型オンサイト方式 

（水素製造能力：300Nm3/h） 

都市ガス改質型オンサイト方式 

（水素製造能力：600Nm3/h） 

 

 

＜東京晴海水素ステーションの外観＞ 
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◆ 大会用車両に水素を供給する当社水素ステーション（７カ所） 

 ステーション名称 所在地 

① 
Dr. Driveセルフ潮見公園店 

（福島県内で製造した水素の販売拠点） 
東京都江東区 

② 東京目黒水素ステーション 東京都品川区 

③ 横浜綱島水素ステーション 神奈川県横浜市港北区 

④ 千葉幕張水素ステーション 千葉県千葉市美浜区 

⑤ 東京大井水素ステーション    東京都品川区 

⑥ 東京高輪ゲートウェイ水素ステーション 東京都港区 

⑦ 東京晴海水素ステーション 東京都中央区 

  ※大会専用車両の運行ルート等によっては、上記以外の当社水素ステーションでも供給いたします。 

 

◆ 当社が大会用車両に供給する水素について 

当社が大会用車両に供給する水素の一部には、復興の地・福島県の「福島水素エネルギー研究

フィールド」（福島県浪江町）において製造される再生可能エネルギー由来の水素を利用すること

で、東京 2020大会を盛り上げていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ご参考】東京都都市整備局プレスリリース  

       https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/press/2020/10/08/07.html 

 

 

https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/press/2020/10/08/07.html
https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/press/2020/10/08/07.html


  

 

広報部 広報グループ  〒100-8162 東京都千代田区大手町一丁目 1 番 2 号  TEL 03-6257-7150  www.eneos.co.jp 

＜選手村地区エネルギー事業の概要＞ 

 

 

 

＜東京 2020大会後の選手村地区・市街地再開発イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別 紙 


